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What's on Kyodokodo 
 

 

◆成功事例・参考事例を募集しています  → 共同行動ＨＰトピックス欄 からご覧ください 

◆質問・提案をお寄せください →宛先 advice@ppscamp.net 

◆「ＨＳＭＲ登録病院」（→ http://kyodokodo.jp/hsmr.html をご覧ください）と、「ＨＳＭＲモニター病院」 

（→パートナーズ専用ページ からご覧ください）を募集中！  

 

************************************ 目  次 ***************************************** 

１．医療安全全国共同行動フォーラム・セミナー等のご案内 

２．進捗状況一覧グラフをマイページにフィードバックしています 

３．「ＨＳＭＲモニター病院」と「ＨＳＭＲ登録病院」を募集します！ 

４．質問・提案等を受け付けています 

５．転倒転落防止ビデオの入手方法について 

６．共同行動推進シンポジウム in 栃木の報告 

７．共同行動キャンペーングッズのご案内 

８．共同行動応援コンサート（９月２６日：諏訪中央病院）レポート

************************************************************************************* 

 

 

 医療安全全国フォーラムのお知らせ  
 

11 月23 日（月・祝）に医療安全全国フォーラムが開催されます。 

８目標に関するワークショップでは取り組み事例の発表や演習等を予定していますので、ふるってご参

加ください。（詳しい内容は共同行動ホームページに順次アップしたします。） 

10 月 20 日から参加登録の受付を開始いたしました。お早めにお申し込みください。 

 

日時：11 月 23 日（月・祝） 

会場：東京ビッグサイト 

http://kyodokodo.jp/091123forum.html   ←最新情報はこちらをご覧ください 

 

《ワークショップでの発表を募集します》 

応募方法は パートナーズ専用ページをご覧ください。 

締め切りは 10 月 31 日です。 

ご応募多数の場合は 11 月 7 日までに決定してご連絡いたします。 

（ご発表いただいた方に記念品を進呈いたします） 
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☆☆ １．医療安全全国共同行動フォーラム・セミナー等のご案内 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 

 地域フォーラム  

 

●神奈川県医療安全推進セミナー 

日時：10 月 28 日（水） 9:30～16:30 

    10 月 31 日（土）10:00～17:00    

会場：神奈川県総合医療会館 

主催：神奈川県医療安全対策事業実行委員会 

http://www.kanasemi6.com 

 

 ８目標に関連するセミナー、シンポジウム、講習会  

 

●ＳｉｍＥＸＰＯ ２００９（目標６に関連） 

日程：11 月 26, 27 日、11 月 25 日プレ SimEXPO セミナー  

会場：日本橋プラザ（東京・日本橋） 

主催：日本医療教授システム学会 

http://www.asas.or.jp/jsish/08sim1.html 

 

●弾性ストッキング・コンダクター講習会（目標２に関連） 

日程と会場： 

10 月 24 日(土) 信州大学医学部附属病院 

10 月 30 日(金) ハイアットリージェンシー東京 ←定員に達したため、締め切られました      

New! 2010 年 3 月 20 日（土）京都会館大会議場 

主催：日本静脈学会弾性ストッキング養成委員会  

http://www.js-phlebology.org/japanese/sscc/index.html 

 
 共同行動パートナーズの活動のご紹介  

 

●日本看護協会主催「医療安全推進週間企画展」 

期間：平成 21 年 11 月 2 日（月）～11 月 30 日（金） 

場所：日本看護協会ビル３Ｆ ＪＮＡプラザ  

http://www.nurse.or.jp/facilities/index.html 

テーマ「患者・市民の医療参加」 

※展示内容の詳細は 11 月 2 日より日本看護協会公式ホームページにて紹介されます。 

  http://www.nurse.or.jp/home/event/plaza/index.html 

 

●「活動紹介」登録、「新しい医療のかたち」推薦、募集開始 

応募〆切：10 月 31 日（土） 

主催：医療の質・安全学会 

http://qshpsp.giving.officelive.com/default.aspx 

http://www.kanasemi6.com/�
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●「患者急変時の迅速対応」ラーニング・センター（協力：日本医療教授システム学会／医療安全全

国共同行動）のブログにリンクがつきましたので、ぜひご利用ください 

このブログでは Rapid Response Systems（RRS）の背景と総論および「患者急変時の迅速対応」が

できるようになるための学習プログラムとその方法について実践的に紹介します。 

http://rapid-response.cocolog-nifty.com/blog/ 

 

 

☆☆ ２．進捗状況一覧グラフをマイページにフィードバックしています ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 
進捗報告をいただいた病院のマイページに、進捗一覧グラフを掲示いたしました。 

現状把握と進捗のモニタリングにご活用ください。 

＊サンプルは パートナーズ専用ページからご覧ください。 

＊マイページへのアクセスは、貴院が登録されたパスワードをご利用ください。 

 

 

☆☆ ３．「ＨＳＭＲモニター病院」と「ＨＳＭＲ登録病院」を募集します！ ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 
安全の取り組みの効果と改善機会を“見える化”するために、「ＨＳＭＲ登録病院」（どの病院でもご登

録いただけます）と「ＨＳＭＲ モニター病院」（共同行動参加登録病院が対象）にご登録いただく病院に

対して、ＤＰＣ データ（様式1）に基づく標準化病院死亡比（HSMR）を無償で算出し、「ＨＳＭＲ登録病

院」には他の病院とのベンチマークを、「ＨＳＭＲモニター病院」にはベンチマークと自院の半年ごとの

変化をお知らせいたします。 

＊申込み方法等、詳細は、ＨＳＭＲ登録病院 → http://kyodokodo.jp/hsmr.html、 

ＨＳＭＲモニター病院 → パートナーズ専用ページ からご覧ください。 

（締切は11 月20 日ですが、早めのご登録をお願いいたします） 

 

 

☆☆ ４．質問・提案等を受け付けています ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

皆様からのご質問やご提案、ご報告を下記のメールアドレスまでお寄せください。 

 advice@ppscamp.net 

パートナーズ専用ページに掲載させていただくほか、質問内容によっては、支援チームによる公開電

話相談会を開催いたします。 

 

 

☆☆ ５．転倒転落防止ビデオの入手方法について ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

（安全全国共同行動 企画委員会より） 

転倒転落防止のための患者さんへの説明用ビデオは、以下のいずれかの方法で入手できます。  

 (1) ＮＤＰのホームページからご覧ください http://ndpjapan.org/   

「転倒・転落対策 - NDP が考えるベストプラクティス - （ビデオ）」から登録していただくと、閲覧用の

アカウントが送られてきますので、そちらからご覧ください。 

http://rapid-response.cocolog-nifty.com/blog/�
https://kyodokodo.jp/partners/index.php�
http://kyodokodo.jp/hsmr.html�
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(2) 武田薬品工業から貸し出し 

武田薬品工業のＤＶＤシリーズ「医療が安全であるために―ＮＤＰが進める医療安全の取り組み―」

の第 5 巻「転倒・転落対策― ＮＤＰが考えるベストプラクティス―」の一部に、飯塚病院・ＮＤＰから提

供された患者さん向けのビデオ映像を収載しています。このＤＶＤは武田薬品工業から無償で貸し出

していただけますので、ご希望の方は武田薬品工業の担当ＭＲにご依頼ください。 

(3) ＮＤＰ事務局より実費提供 

同映像をＤＶＤでご希望の方には、ＮＤＰ事務局より実費でご提供いただきます（メール便送料込み

2,500 円）。お申し込みは、医療安全全国共同行動事務局 secretariat@kyodokodo.jp まで。 

 

 

☆☆ ６．共同行動推進シンポジウム in 栃木の報告 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆  

医療安全全国共同行動推進シンポジウムｉｎ栃木  

講演、発表、具体的な議論で盛り上がった一日 

自治医科大学医療安全対策部教授 長谷川剛 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 
 平成 21 年 7 月 26 日（日）、自治医科大学講堂（栃木県下野市）において、医療安全全国共同行動の支援シ

ンポジウムが開催されました。開催にあたっては栃木県内の医療安全管理者によるネットワークが自発的に組

織され、ＭＬ等で意見交換が行われながら準備が進められました。 
栃木県内のみならず茨城県をはじめとする近隣の県、高知県など遠方からの参加者を含めて１８０人の参加

がありました。シンポジウムは自治医科大学附属病院、島田病院長の挨拶から開始されました。 
午前中は山形大学医学部長、嘉山孝正氏に『大学病院における医療安全活動』という演題で基調講演をい

ただきました。優秀な脳神経外科医である嘉山氏のご自身の経験や、山形大学附属病院におけるさまざまな

医療安全対策の取り組みを交えた熱い講演に、場内は盛り上がりました。 
 続いて自治医科大学麻酔科教授、瀬尾憲正氏による医療安全全国共同行動についての解説と、周術期肺

塞栓症発生予防の活動指針について講演が行われました。 
 インシデントレポートシステムやフットポンプ、輸液ポンプなど、医療安全推進に寄与する商品紹介のための

ブースも設置され、休憩時間には参加者は展示企業からの説明を熱心に聴いていました。 
 インシデントレポートシステムとエコーガイド下中心静脈挿入に関する機器紹介と、自治医科大学附属病院で

の経験を紹介したのち、午後は自治医科大学感染制御部部長、森澤雄司氏が院内感染対策について講演、

引き続いて河野龍太郎氏による『事例要因分析』の講演が行われました。 
 その後各病院からの取り組み・実践事例ということで、県立がんセンター、大田原赤十字病院、済生会宇都宮

病院、上都賀総合病院から発表が行われ、具体的な議論で盛り上がりました。 
 シンポジウムは栃木県医師会、栃木県看護協会など関係団体の支援を受け、また医療系メディアからの取材

もあり、関心の高さがうかがわれました。 
 栃木県では、医療安全全国共同行動への参加と活動推進に加えて、今回立ち上がった医療安全管理者の

ネットワークによる活動をさらに進めて、病院を超えた医療安全対策や相互の支援活動などを進めていく予定

です。 
 シンポジウムを無事に盛況の内に開催することができました。ご協力いただいた関係団体の皆様、準備・発表

等にご尽力いただいた皆様、そして参加者の皆様に心より御礼申し上げます。ありがとうございました。 

mailto:secretariat@kyodokodo.jp�
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☆☆ ７．共同行動キャンペーングッズのご案内 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 
医療安全の取り組みの応援・推進のためのパートナーズキャンペーン・グッズ（Ｔシャツ、バッジ、タンブラ

ー、クリアホルダーなど）を、「クルール」（プレミアムグッズ企画・製造・販売）に作っていただきましたので、

ぜひご利用ください。   

  

一般の方々に街中やご家庭でもおしゃれに着ていただける

“パートナーズ・Ｔシャツ”（ロゴマークの刺繍入り）もありま

す。 

詳細カタログとお申し込み方法は「クルール」ホームページ

をご覧ください。http://www.kulool.com/ 

 

 

☆☆ ８．共同行動応援コンサート（９月２６日：諏訪中央病院）レポート ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

患者さんや病院職員と感動を共有 

～シンガーソングライターの川江美奈子さんを迎えて 
組合立諏訪中央病院 医療安全管理部   

専任セーフティマネジャー 名取通夫  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

医療安全全国共同行動“いのちをまもるパートナーズ”医療安全全国フォーラムが 5月 30日に東京で開催さ

れました。午後の全体セッションでは、医療者への応援メッセージと音楽の贈り物と題して、ジュスカ・グランペ

ールによる生演奏が披露されました。ギターとバイオリンによるアンサンブルで、鳥肌が立つほど感動したのを

覚えています。フォーラムの事務局から、医療安全全国共同行動をバックアップするために、ホスピタルコンサ

ートを開催していただけるとアナウンスがありました。この感動をなんとか患者さんや病院職員とも共有できない

かと考えて、会場で販売されたＣＤを購入し帰路につきました。 

 偶然今年は、秋に第 1 回病院祭開催が決定したばかりでした。そこで病院祭の企画のひとつとして、ホスピタ

ルコンサートを開催することになりました。しかし、お招きしたかったジュスカ・グランペールは、残念ですが病院

祭開催日とスケジュールが合いませんでした。そこで事務局からは、同じ志を持った川江美奈子さんを紹介し

てくださいました。川江さんは中島美嘉さんや一青窈さん、今井美樹さん、郷ひろみさんなど多くのアーティスト

に楽曲を提供されているシンガーソングライターです。とくに中島美嘉さんの「桜色舞うころ」は春には何度も耳

にした馴染みのある曲です。素敵な方と巡り会えて良かったと思いました。 

＊  ＊  ＊ 

 ホスピタルコンサートは、入院患者さんが昼食を終えた 13 時から開演しました。会場には車イスの患者さんが

ボランティアの職員と一緒に集まっていました。また歩ける患者さんや職員に付き添われた患者さんをはじめ、

病院祭を楽しみに来た地域の方々、なかには裏情報で兵庫県や東京など遠方から、川江さんのコンサートを

聴きに来た方もいらっしゃいました。 

 当日は 200 名ほどの観衆に囲まれてコンサートが始まりました。好天にも恵まれましたが、川江さんのピアノと

ボーカルには、会場内の空気がホンワカした、なんともいえないあたたかな雰囲気に包まれた感じがしました。 

（Ｔシャツ  税込２０００円）

http://www.kulool.com/�
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 「がんの末期の患者さんも車イスで20分程度、聴かれていた」、「子どもさんもちゃんとイスに座って最後まで聴

いていることができた」と職員が話してくれました。また病院内でバンドをやっているスタッフからも、「川江さんの

音楽には共感できたし、感動した」と話されていました。 

 患者さんのみならず、病院の利用者や職員も川江さんの歌とピアノとお話にたいへん癒されました。本当にご

縁があり良かったと思っています。 
 とても良い一日でした。そして思い出に残る一日でした。 

［病院スタッフからの一言］ 

 私はリハビリ病棟の患者さんを川江さんのコンサートへ車椅子でエスコートさせていただきました。川江さんの

コンサートが終わった後、その患者さんが「川江さんのＣＤをいただきたいんですが、お金を持って来ていなく

て」と私に囁いてくれました。私はとても嬉しい気持ちになりました。さらに、「ＣＤ全部いただきたいんですが、い

くらになります？」と私に聴いてくれました。私はお金なんていい、プレゼントしたい気持ちになりました。その患

者さんは眼が不自由な方でした。眼の不自由な方は聴覚が敏感になるといわれます。川江さんの歌声は私た

ちにはもちろんですが、その患者さんにとっては尚更心に響き、心を揺さぶったことだろうと思います。一緒に川

江さんとの時間を過ごすことができたことを心から感謝しています。ありがとうございました。今頃、きっと病棟で

川江さんの歌声を耳にリハビリに一層励んでおられることと思います。 

 私が川江さんの歌声、そしてお話の中で印象に残った言葉を挙げたいと思います。それは、病院というところ

は、「こころが裸になる」場所だということです。私はまだ医師となって間もないですが、私たちもこころを裸にして

患者さんと一緒になって寄り添っていく姿勢を大切にしていきたいと改めて感じました。そして挫けそうなとき、

苦しいときには川江さんの“春待月夜”を思い出してこれからの医師としての人生を歩んでいきたいと思います。        

（初期研修医） 
＊  ＊  ＊ 

 今回、音楽の贈り物として医療安全全国共同行動のタイアップで、ホ

スピタルコンサートが開催できたことは、病院職員だけでなく患者さん

をはじめ多くの方にとって意義のあることだったと確信しています。素

晴らしい贈り物をありがとうございました。医療安全全国共同行動が2

年間と言わず、日本の病院で“いのちをまもるパートナーズ”として、今

後も末永く継続されていきますことを期待しています。 
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